









Toward a History of Modernist Literary Art in




















関連を示しながら、藝術観と藝術全般の様式の変化のなかで文藝表現の変化 跡づけるために、絵画史における印象主義から「モダニズム」と呼ぶ用法を採用する。印象主義は、外界を受けとる人間の感覚や意識に根ざそうとす 姿勢を藝術表現上 示し ものであり、その意味で、のちの現象学 共通 根 もち、今日 つながる現代的な表現の態度のはじまりを意味 るからである。
　
従来用いられてきた一九二〇年代後半から顕著になる新傾向につ




























































































性の観念とアジア主義や文化相対主義をともなって展開する様子を概括する。日本の象徴 は、イギリス、フランス、ドイツの、それぞれに異なる傾向 を受容しつつ 東洋的伝統を織り込みながら、多彩に展開したものだったが、その核心に「普遍的な生命の表現」という表現観をもっていた。これは国際的な前衛美術にも認められるものである。　
第二章「美術におけるモダニズム」では、印象主義、象徴主義、
アーリイ・モダニズムの流れを一連のも としてとらえ、その刺戟を受けながら、二〇世紀前期の日本 美術が どった歩みを概観する。　
第三章「文藝におけるモダニズム」では、二〇世紀前期の日本美


























に入りにくいこと、ヨーロッパでも民族主義が自民族神話などを藝術に取り入れる動き 盛んになってい こと、欧米の人文学がキリスト教 とって邪教や異端に属する宗教に関連する言語作品を扱態度にならい、東洋の伝統的な教えを「人文学」 範疇に入れて考えたこと、多く「漢文」で書かれた神・儒・仏の古典を日本 「人
でいたが、やがて一般に、






























































eference to the A

































法華、維摩の二経、とくに法華経につい 「その文辞の巧妙なる、文学上の絶対価値亦極めて饒多なるをや」といい、 「そもそも法華経の如きは世界の文学なり。万世不朽の文学なり。東西 明 混合融合せんとする今後に於ては、更に一層の研究を要すべきも なり」と述べている
（
6）。この「東西文明の混合融合せんとする今後」と
























































faculty of technology or engineering ）
が設けられるようになったの
























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































印象派絵画を手本に、 「自然を其 に写さうと」 「自分を空
むな
しうし
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able, cell inscrite 





















































































景、その雰囲気を醸しだすことを狙う象徴主義が盛んになり、 「生の哲学」は内部生命の表現 うたい、表現主義を生む。そ ドイツから帰った島村抱月は、感情移入美学にもとづき、 「今 文壇 新自然主義」
（一九〇七）
で、自然と自己が一体になった境地を「新















































































感情移入と人格論を結びつけて論じるリップスの哲学に学んで、「内生活直写」を重ねることで人格形成を果たすという傾きが強く、流行語のようになった青春期の精神の「彷徨」は その過程として意味をもつものとされてい 。また 和辻哲郎がベルクソン哲学を参照した『ニイチェ研究』
（一九一三）
に示した哲学や藝術は「宇



































































































































交う様子を活字を散らして示し、 「皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿皿／倦怠」とはじまる断片もある。これは食堂のウェイターが重労働にうんざ する気持の象徴表現に っている。のち、春山行夫『植物の断面』
（一九二九）
中に「白い少女」を縦










































































































し、歴史観の主流をなした。それがフランス自然主義の受容を基準にした文学 を浸透させた。それゆえ、一九二〇年代におこった狭義のモダニズム文藝の評価も、大衆文化の展開の解明も大きく立ち遅れたままだった。それらの解明が進んだのは一九八〇年代のことである。ましてや二〇世紀へ 転換期から新たな方向を目指す文藝がおこり、それが新たな古典評価を生んできたことについての解明など手付かずのま だっ 。その解明は大正生命主義の研究によって拓かれたものである。　
文藝史は個々の作品がつくる言語表現の歴史にほかならない。
個々の作品の言語表現史上の特徴をよくつかむことと、文化史の特殊な領域として 文 史の展開を明らかにしてゆく作業 は、互いにささえあう関係において進めてゆかなくてはならない。日本近現代文藝史の新たな構想は、新たな作品論に途
みち
を拓き、かつそれに支








































pletes de Stephane M
allarm
e, T















理』を批判する」 、 『四季派論集』二〇一一（予定） 。
鈴木貞美「江戸川乱歩、眼の戦慄─小説表現のヴィジュアリティーを
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─545.
（
26）　『概念』第
11章３節を参照。
（
27）　『漱石全集 二巻一四二頁。
（
28）　『成立』第八章を参照。
（
29）　
鈴木貞美「芭蕉再評価と歌壇─『生命の表現』という理念」を
参照。
（
30）　
鈴木貞美「三好達治、モダニズムから戦争詩へ─吉本隆明『抒
情の論理』を批判する」を参照。
（
31）　
鈴木貞美「江戸川乱歩、眼の戦慄─小説表現のヴィジュアリテ
ィーをめぐって」を参照。
（
32）　
鈴木貞美「小説の小説─その日本的発現」を参照。
（
33）　『石川淳全集』第一巻、一五五頁。
（
34）　『太宰治全集』第一巻、三〇 頁。
（
35）　『小林秀雄全集』第四巻、三八五頁
ものである。
（２）
　『概念』で明らかにした。
（３）
　『概念』の見解を『成立』で若干補訂した。
（４）
　『概念』で明らかにし、 『成立』で補訂した。
（５）
　
鈴木貞美『日本の「文学」を考える』で明らかにし、その後の
知見をあわせて『成立』第一章でまとめなおした。なお、鈴木貞美『 「文藝春秋」とアジア太平洋戦争』第四章を参照されたい。
（６）
　
織田得能『法華経講義』 「序」二頁。 『成立』一八二頁を参照。
（７）
　
鈴木貞美「明治期『太陽』に国民国家主義の変遷を読む」第三
章を参照。
（８）
　『探究』第五章五節を参照。
（９）
　『成立』第二章八節を参照。
（
10）　『探究』第六章 節を参照。
（
11）　『成立』第二章四節を参照。
（
12）　『探究』第三章を参照。
（
13）　『明治文学全集
42』二〇四頁。
（
14）　『探究』第三章一節を参照。
（
15）　『探究』第五章七節を参照。
（
16）　『成立』第三章四節を参照。
（
17）　『生命』第七章五節を参照。
（
18）　『成立』第八章を参照。
（
19）　
依岡隆児「ドイツ・ハイクの生成と俳句再評価」 『日本研究』
260
（
36）　
同前三八二頁。
（
37）　『小林秀雄全集』第五巻、一四〇頁。
（
38）　『小林秀雄全集』第二巻、三七四頁。
（
39）　
鈴木貞美『 「文藝春秋」とアジア太平洋戦争』第四章一節を参
照。
